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海外悪性伝染病の急激な感染拡大状況と、本病に関連する牛飼養農場の衛

生対策のポイントをお知らせします。 
 

牛の伝染病であるランピースキン病
は、多数の発疹・結節・潰瘍が全身の体表や、

呼吸器・消化器の粘膜面に出現し、発熱等が見

られます。経口感染、カ・ハエなど昆虫の
媒介により伝染します。これまでのところ、

日本国内での発生はありません。 

2019 年、中国での確認以降、アジア諸国に

発生が拡大し、韓国では、本年10月 19 日に

初めて確認され、10月 30日時点、韓国全土

合計61農場で確認されています。 
 

（海外悪性伝染病に関する確認事項）                    

■ 過去四月以内に海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まない

こと。やむを得ず持ち込む場合には、事前に洗浄、消毒等徹底すること。 

■ 過去一週間以内に海外から入国し、又は帰国した者の立入禁止。 
 

（牛舎の昆虫対策のポイント）                      

吸血昆虫対策は、牛伝染性リンパ腫・サルモネラ症予防としても有効です。 

■ ハエ、サシバエ抑制のため、湿った場所（水槽の下・バーンクリーナー・

堆肥場周りなど）について、清掃・殺虫剤散布 

■ パドック・放牧地にアブトラップ設置 
 
 
 
 
 
 

 

 

北海道胆振家畜保健衛生所 
TEL：０１４３－８５－３２３１ FAX：０１４３－８５－１５６２ 

※閉庁日・時間外の場合は胆振総合振興局：０１４３-２４-９９００(家畜保健衛生所宛ての要件とお伝えください) 


